
様式第三号（第八条の二十七関係）

大分県知事　　殿
報告者 〒８７０－００００
　住　所 大分県○○市□□町○番△号
　氏　名 大分太郎株式会社　代表取締役　めじろん花子
（法人にあっては名称及び代表者の氏名）

　電話番号 ０９７７-○○－○○○○

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条の３第７項の規定に基づき、令和6年度の産業廃棄物管理票に関する報告書を提出します。

業　　　種

　〒874-0000　大分県別府市○○町△番地　 電話番号

番
号

産業廃棄物の種類 排出量（ｔ）
管理票の交
付枚数

運搬受託者
の許可番号

運搬受託者の
氏名又は名称

処分受託者の
許可番号

処分受託者の
氏名又は名称

処分場所の住
所

1 がれき類 30 10 000000 （株）○○運送 111111 （株）□□環境

2 廃プラスチック類 10.5 5 222222 △△物流（株） 333333 （株）△△産廃処理

3 ガラスくず等 4 2 444444 □○貨物（株）

4
　

555555 （株）×○陸運 666666
□○リサイクルセ
ンター（株）

○△県□×
市○○1-2-3

備考

1

2

3

4

5

6

7

（日本産業規格　A列4番）

鳥似勝子　連絡先℡　097-5○○－××××

事業場の名称 　めじろんタワー改修工事現場

事業場の所在地 ０９７７-○○－○○○○

産業廃棄物管理票交付等状況報告書（令和　6　年度）

○○年　○　月　○　日

 　 　

０８設備工事業

大分市○×町○○番地

運搬先の住所

○△県□×市○○1-2-2

大分県◇◇市△番地

大分市大字○○１１番地

この報告書は、前年４月１日から３月３１日までに交付した産業廃棄物管理票について６月３０日までに提出すること。

同一の都道府県（政令市）の区域内に、設置が短期間であり、又は所在地が一定しない事業場が２以上ある場合には、これらの事業場を１事業場としてまとめた上で提出すること。
産業廃棄物の種類及び委託先ごとに記入すること。

業種には日本標準産業分類の中分類を記入すること。

運搬先又は処分を委託した産業廃棄物に石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物又は水銀含有ばいじん等が含まれる場合は、「産業廃棄物の種類」の欄にその旨を記載するとともに、各事項について石綿含有産業廃棄
物、水銀使用製品産業廃棄物又は水銀含有ばいじん等に係るものを明らかにすること。

処分場所の住所は、運搬先の住所と同じである場合には記入する必要はないこと。

区間を区切って運搬を委託した場合又は受託者が再委託を行った場合には、区間ごとの運搬受託者又は再受託者についてすべて記入すること。

日本工業規格 A列4番

報告の実績年度を記載

押印は不要です。

記 載 例

日本標準産業分類

の中分類を記載して

委託した業者の下
６桁の許可番号を
記載してください。

マニフェストに記載した委

託量（トン数）の合計を記

載。

㎥やリットルなどの場合は、

トンへ換算してください。廃棄物の種類、委託先ごとに

分けて記載してください。
委託した業者の下６桁の許可
番号を記載してください。

途中で積替えにより運搬
業者が変わる場合（区間

日本工業規格 A列4番

（注）記載不備等がありましたら連絡させていた
だきたいと思いますので、記入者と連絡先を余

最初に処理をする中間処理業者または最
終処分業者を記載してください。途中で積
替・保管する場合は、積替保管場所の住
所を記載してください。

運搬先の
住所と同じ
場合は記
載が省略
できます。

報告の実績年度を記載

大分市を除く大分県内の事業者については、大分県へ報告し
てください。

提出日を記載し
てください。
提出期限は毎
年６月３０日まで



規則様式第三号次葉（大分県独自様式）
令和6年度 別紙番号 １／１

産業廃棄物の種類
排出量
（ｔ）

管理票の
交付枚数

運搬受託者
の許可番号

運搬受託者の
氏名又は名称

処分受託者
の許可番号

処分受託者の
氏名又は名称

処分場所の
住所

廃アルカリ
（廃強アルカリ）

0.002 2 777777 □□通運(株) 888888 (株)△△工業

建設混合廃棄物 20.5 20 999999 (株）△○運送 999999 (株）△○運送

廃油 5 3 212121 □△陸運(株)
有償売却

（○リサイクル）

廃プラスチック類
（石綿含有）

5

燃え殻 1.2 1 自己運搬 121212 大分○○(有)

1 この様式は報告の対象となる産業廃棄物の種類が報告書（様式第三号）に足りない場合に使用すること。

2 報告年度には、元となる報告書（様式第三号）の表題と同じ年度を記載すること。

3 事業場の名称には、元となる報告書（様式第三号）と同じ名称を記載すること。

4 別紙番号には、分母部分に別紙の総数を記載し、分子部分に当該別紙の番号を記載すること。 日本産業規格　A列4番

番
号

7

5 福岡県北九州市△△

運搬先の住所

大分県国東市○×

大分県別府市○○6

事業場の名称実績年度 めじろんタワー改修工事現場

8

9 大分県大分市××

排出量は、各事業者で管理している有効数字で構いませんが、最小値は小数点第３位０．００１
トン（１㎏）までとしてください。それ未満の場合は、０と記載してください。

（記載例）２キログラム→０．００２トン ５００グラム→０トン

様式第三号の行が足らず、続きで記載
する場合にご使用ください。

排出事業者が自ら運搬した場合は、「自己運搬」と記載
してください。許可番号は記載不要です。

運搬経費は支払うが、運搬先で原料として買い取ってもらえる場

合は、処分受託者の欄に買取業者名や有償売却した旨を記載

石綿含有産業廃棄物は別に記載してください。

産業廃棄物の種類は、廃棄物処理法に規定する産業廃棄物の種類を原則として記載してく
ださい。複数の産業廃棄物が排出段階で一体不可分の状態で混合している場合は、その混
合物の一般的な名称を記載してください。

運搬先の住所と
同じ場合は記載
が省略できます。

記 載 例


